
家
持

〈
歌
日
記
〉

再
読

『
日
記
」
の
概
念

首
門
葉
集
巻
第
十
七
か
ら
第
二
十
ま
で
の
末
四
巻
は
、
大
伴
家
持
の

〈
歌
日
記
〉
と
し
ば
し
ば
称
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
四
巻
が
家
持

の
歌
を
中
心
に
、
そ
の
周
縁
で
詠
ま
れ
た
歌
を
、
日
付
の
順
に
集
め

て
成
立
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
詠
作
の
場
に
家
持
が
関
与
し
て
い

な
い
歌
が
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
て
も
、
後
時
そ
の
記
録
が
家
持

に
も
た
ら
さ
れ
、
か
れ
の
手
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
が
歌
集
に
取
り
こ
ま

れ
た
の
だ
す
れ
ば
、
「
家
持
の
歌
日
記
」
の
呼
称
も
許
容
さ
れ
る
か
と

恩
わ
れ
る
。

た
だ
し
、

四
つ
の
巻
を
一
括
し
て
「
歌
日
記
」
と
捉
え
る
場
合
、

「
日
記
」
の
概
念
に
つ
い
て
し
っ
か
り
確
認
し
て
お
か
な
い
と
、
誤

解
を
ま
ね
く
虞
が
あ
る
。
小
西
甚
一
氏
（
「
分
析
批
評
の
あ
ら
ま
し
」

『
日
本
文
蓄
の
詩
学
』
み
す
ず
書
房
所
収
、
初
出
一
九
六
七
）
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
古
典
の
日
記
は
虫
色
可
の
概
念
で
は
説

明
が
つ
か
な
い
場
合
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
歌
物
語
の
ジ
ャ
ン
ル
に

山

崎

司

健

属
す
る
も
の
と
し
て
普
通
と
り
あ
げ
ら
れ
る
『
伊
勢
物
語
』
や
『
平

中
物
語
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
在
王
中
将
の
日
記
』
（
狭
衣
物
語
）
、
『
貞

文
日
記
』
（
河
海
抄
）
と
い
う
別
称
を
も
っ
一
方
、
同
様
に
歌
物
語
と

し
て
扱
わ
れ
る
『
大
和
物
語
』
は
そ
れ
に
類
す
る
呼
称
を
も
た
な
い
。

両
者
の
差
異
に
つ
い
て
、
小
西
氏
は
、
前
者
に
お
け
る
在
原
業
平
や

平
貞
文
の
よ
う
な
全
編
を
通
じ
た
主
役
的
な
個
人
の
生
活
体
験
が
題

材
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
規
準
と
な
る
と
い
わ
れ
た
が
（
『
日
本

文
肇
史
E
』
講
談
社
、
一
九
八
五
）
、
こ
れ
は
、
平
安
朝
（
小
西
氏
の

所
調
中
世
第
一
期
）
当
時
の
「
日
記
」
の
概
念
を
み
ご
と
に
言
い
あ

て
て
い
よ
う
。
全
編
に
わ
た
っ
て
ひ
と
り
の
主
人
公
が
登
場
す
る
一

代
記
の
た
ぐ
い
は
「
日
記
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

も
と
よ
り
高
葉
集
と
平
安
朝
の
散
文
作
品
を
同
列
に
扱
う
こ
と
に

は
無
理
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
作
品
の
時
代
に
少
し
で
も
近
づ
け
て
一

応
の
概
念
規
定
を
し
て
お
く
こ
と
は
無
意
味
で
は
な
か
ろ
う
。
末
四

巻
に
は
漢
文
に
よ
る
題
調
・
左
注
が
あ
り
、
歌
と
題
詞
・
左
注
と
に

よ
っ
て
全
編
家
持
を
主
役
人
物
と
し
て
そ
の
生
活
体
験
を
描
き
だ
し
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て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
家
持
の
歌
日
記
」
と
い
う
呼

称
は
平
安
朝
の
概
念
に
近
い
所
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
末
四
巻
の
細
部
、
特
に
日
目
頭
で
述
べ
た
「
詠

作
の
場
に
家
持
が
関
与
し
て
い
な
い
歌
」
の
内
実
に
つ
い
て
、
単
に

歌
の
記
録
が
家
持
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、

そ
の
記
録
が
歌
巻
全
体
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
、
吟
味
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
手
続
き
を
経
て
、
は

じ
め
て
「
歌
日
記
」
の
呼
称
の
適
否
が
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
、
末
四
巻
が
家
持
を
主
人
公
と
す
る
一
代
記
と
言
え

る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
考
え
る
と
こ
ろ
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

2 

末
四
巻
を
『
家
持
歌
日
記
」
と
捉
え
る
場
合
の
問
題
点

本
稿
の
筆
者
は
、
拙
稿
「
寓
葉
集
末
四
巻
の
日
付
」

生
古
稀
記
念
論
文
集
国
語
国
文
学
藻
』
和
泉
書
院
、

以
下
前
稿

a
）
に
お
い
て
、
日
付
の
位
置
が
歌
に
よ
っ
て
題
詞
と
左

注
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
分
析
を
加
え
た
結
果
、
家
持

の
内
面
に
か
か
わ
る
形
で
左
注
は
日
常
的
、
題
詞
は
改
ま
っ
た
特
別

な
場
面
の
記
録
と
い
う
区
別
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の

あ
り
ょ
う
は
末
四
巻
全
体
を
通
じ
て
一
貫
し
て
お
り
、
家
持
個
人
に

か
か
わ
る
日
付
に
支
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
四
巻
と
も
家
持

を
主
人
公
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
こ
れ
も
前
稿

a
で
指
摘
し
た
こ
と
だ
が
、
宴
席
歌
の

（
『
井
手
至
先

一
九
九
九
。

日
付
を
仔
細
に
見
る
と
、
巻
第
十
九
の
途
中
、
家
持
が
越
中
か
ら
帰

京
し
て
一
年
以
上
経
過
し
た
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
十
一
月
を

劃
期
と
し
て
大
き
く
変
化
、
そ
れ
ま
で
左
注
に
記
さ
れ
て
き
た
家
持

の
自
作
の
み
を
単
独
で
記
載
す
る
例
も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
宴
席
歌
の

日
付
が
題
調
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
ま
た

家
持
個
人
の
人
間
関
係
の
認
識
の
仕
方
に
深
く
か
か
わ
る
と
み
ら
れ
、

家
持
を
主
人
公
と
し
て
捉
え
る
上
で
の
支
障
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の

あ
り
ょ
う
は
、
巻
第
二
十
に
も
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
る
。

巻
第
二
十
に
つ
い
て
、
筆
者
は
、
別
稿
「
高
葉
集
巻
第
二
十
の
編

纂
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
高
葉
集
研
究
』
第
二
十
七
集
、
塙
書
房
、
二

O

O
五
。
以
下
前
稿
b
）
に
お
い
て
、
家
持
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
歌

を
収
録
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
部
分
的
に
類
纂
の
手
法
も
採
り
入
れ
な

が
ら
主
題
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
点
に
特
徴
が
あ
り
、
類
纂
に
よ
っ

て
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
聖
武
天
皇
と
橘
諸
兄
へ
の
景
仰
の

念
で
あ
り
、
巻
第
二
十
全
巻
を
通
じ
て
聖
武
報
の
皇
親
体
制
が
終
駕

を
迎
え
る
過
程
を
題
材
に
し
、
聖
武
朝
へ
の
追
憶
と
回
帰
を
主
題
と

し
て
提
示
す
る
意
図
が
あ
っ
た
、
と
述
べ
た
。
こ
の
見
方
が
認
め
ら

れ
る
と
す
れ
ば
、
巻
第
二
十
は
そ
れ
以
前
の
三
巻
と
は
異
な
り
、
「
家

持
の
歌
日
記
」
と
し
て
の
性
格
を
弱
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

と
は
い
え
、
前
稿

a
は
日
付
の
注
記
、
前
稿
b
は
巻
第
二
十
の
み

を
対
象
と
す
る
た
め
に
「
家
持
の
歌
日
記
」
に
関
し
、
巻
第
十
七
か

ら
第
十
九
の
内
容
に
つ
い
て
は
充
分
に
確
認
で
き
て
い
な
い
。
と
り
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わ
け
家
持
個
人
か
ら
は
最
も
距
離
が
あ
る
〈
詠
作
の
場
に
家
持
が
関

与
し
て
い
な
い
歌
〉
で
〈
享
受
の
場
へ
の
家
持
の
関
与
も
明
確
で
な

い
歌
〉
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
わ
ず
に
「
歌
日
記
」
の

性
格
を
云
々
す
る
こ
と
は
本
来
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
末
四
巻
の
作
品
群
の
う
ち
、
他
か
ら
資
料
が
も
た
ら
さ

れ
た
り
す
る
な
ど
し
て
詠
作
の
場
に
家
持
が
関
与
し
て
お
ら
ず
、
享

受
の
場
へ
の
家
持
の
関
与
も
明
確
で
な
い
歌
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容

を
確
認
し
て
み
た
い
。

な
お
、
巻
第
十
七
に
お
い
て
、
冒
頭
三
十
二
首
（
三
八
九

0
1三

九
二
二
は
、
天
平
二
年
（
七
三

O
）
か
ら
十
六
年
ま
で
の
歌
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
が
、
天
平
十
八
年
以
下
の
歌
を
収
め
る
三
九
二
二
番

歌
以
降
の
部
分
は
毎
年
の
歌
が
間
断
な
く
巻
第
二
十
の
巻
末
（
天
平

宝
字
三
年
〈
七
五
九
〉
）
ま
で
続
い
て
い
く
の
に
対
し
、
こ
の
部
分
は

天
平
二
年
の
次
が
天
平
十
年
、
十
二
年
、
十
三
年
、
十
六
年
の
よ
う

に
、
飛
び
飛
び
で
あ
る
。
こ
の
官
頭
部
分
に
つ
い
て
、
伊
藤
博
氏

（
『
高
葉
集
の
構
造
と
成
立
』
第
十
章
第
一
節
、
塙
書
房
、
初
出
一
九

七
O
）
は
、
天
平
十
八
年
九
月
初
め
頃
に
亡
く
な
っ
た
家
持
の
弟
書

持
の
所
持
し
て
い
た
資
料
で
、
遺
品
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
歌
稿
が
、

後
に
巻
第
十
七
以
下
が
形
成
さ
れ
る
際
に
補
わ
れ
た
も
の
と
見
な
し
、

天
平
十
八
年
以
下
の
日
記
的
部
分
と
は
性
格
を
異
に
す
る
後
補
的
部

分
と
さ
れ
た
。
本
稿
も
こ
の
説
に
従
い
、
「
歌
日
記
」
と
し
て
は
天
平

十
八
年
以
降
を
対
象
と
す
る
。

さ
て
、
当
該
部
分
に
お
い
て
、
詠
作
の
場
に
家
持
が
関
与
し
て
お

ら
ず
、
享
受
の
場
に
家
持
が
関
与
し
て
い
る
か
も
不
明
な
歌
室
と
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
（
紙
幅
の
関
係
で
一
部
歌
や
注
記
の
引
用
を
省

略
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
）
。

ア
高
市
連
黒
人
歌
一
首
年
月
不
審

売
比
の
野
の
す
す
き
お
し
な
べ
ふ
る
ゆ
き
に
や
ど
か
る
け
ふ
し

か
な
し
く
お
も
ほ
ゆ
（
⑪
四
O
二ハ）

右
、
伝
諦
此
歌
、
三
国
真
人
五
百
国
是
也
。

イ
射
水
郡
駅
舘
之
屋
柱
題
著
歌
一
首

あ
さ
び
ら
き
い
り
江
こ
ぐ
な
る
か
ぢ
の
お
と
の
つ
ぱ
ら
つ
ば
ら

に
吾
家
し
お
も
ほ
ゆ
（
⑮
四
O
六
五
）

右
一
首
、
山
上
臣
作
。
不
審
名
。
或
云
、
憶
良
大
夫
之
男
。

位
其
正
名
未
詳
也
。

ウ
（
題
詞
ナ
シ
）

朝
霧
の
た
な
引
く
回
為
に
鳴
く
腐
を
留
め
得
む
か
も
吾
が
屋
戸

の
は
ぎ
（
⑬
四
二
二
四
）

右
一
言
歌
者
、
幸
於
芳
野
宮
之
時
、
藤
原
皇
后
御
作
。
但

年
月
未
審
詳
。
／
十
月
五
日
、
河
遁
朝
臣
東
人
伝
諦
一
五
匁
。

エ
（
題
詞
ナ
シ
）

大
殿
の
此
の
廻
り
の
雪
な
踏
み
そ
ね

の
み
に
零
り
し
雪
ぞ
ゆ
め
縁
る
な

雪
は
（
⑮
四
二
二
七
）

数
も
零
ら
ぬ
雪
ぞ

人
ゃ
な
踏
み
そ
ね
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オ

反
歌
一
首
／
歌
（
四
二
二
八
）

右
二
首
歌
者
、
三
形
沙
弥
、
承
贈
左
大
臣
藤
原
北
卿
之
語
、

作
諦
之
也
。
聞
之
伝
者
、
笠
朝
臣
子
君
。
復
後
伝
読
者
、

越
中
国
接
久
米
朝
臣
広
縄
是
也
。

春
日
祭
神
之
目
、
藤
原
太
后
御
作
歌
一
首
／
即
賜
入
唐
大
使

藤
原
朝
臣
清
河
参
議
従
四
位
下
遣
唐
使

大
舶
に
真
梶
繁
貫
き
此
の
吾
子
を
韓
国
へ
遣
る
い
は
へ
神
た
ち

（
⑬
四
二
四

O
）

大
使
藤
原
朝
臣
清
河
歌
一
首
／
歌
（
四
二
四
一
）

大
納
言
藤
原
家
鶴
之
入
唐
使
等
宴
日
歌
一
首
即
主
人
卿
作
之

天
雲
の
去
き
還
り
な
む
も
の
ゆ
ゑ
に
念
ひ
ぞ
吾
が
為
る
別
れ
悲

し
み
（
四
二
四
二
）

民
部
少
輔
多
治
比
真
人
土
作
歌
一
首
／
歌
（
四
二
四
三
）

大
使
藤
原
朝
臣
清
河
歌
一
首
／
歌
（
四
二
四
四
）

天
平
五
年
贈
入
唐
使
歌
一
首
井
短
歌
作
主
未
詳
／
歌
（
四
二

四
五

i
六
省
略
）

阿
倍
朝
臣
老
人
遣
唐
時
、
奉
母
悲
別
歌
一
首
／
歌
（
四
二
四

七）
右
件
歌
者
、
伝
競
之
人
越
中
大
目
高
安
倉
人
種
麻
呂
是
也
。

但
、
年
月
次
者
、
随
聞
之
時
、
載
於
此
駕
。

壬
申
・
年
之
乱
平
定
以
後
歌
二
首

皇
は
神
に
し
座
せ
ば
赤
駒
の
腹
ば
ふ
回
為
を
京
師
と
な
し
つ

カ

キ

（
⑮
四
二
六

O
）

右
一
首
、
大
将
軍
贈
右
大
臣
大
伴
卿
作

四
二
六
一
省
略
）

右
件
二
首
天
平
勝
宝
四
年
二
月
二
日
間
之
。
即
載
於
謹
也
。

閏
三
月
於
衛
門
督
大
伴
古
慈
悲
宿
祢
家
、
健
之
入
唐
副
使
同

胡
麻
呂
宿
祢
等
歌
二
首

韓
国
に
ゆ
き
た
ら
は
し
て
か
へ
り
こ
む
ま
す
ら
た
け
を
に
み
き

た
て
ま
つ
る
（
⑮
四
二
六
二
）

右
一
首
、
多
治
比
真
人
鷹
主
、
蕎
副
使
大
伴
胡
麻
呂
宿
祢

也
。
（
作
者
未
詳
の
四
二
六
三
省
略
）

右
件
歌
伝
請
、
大
伴
宿
祢
村
上
、
同
滑
継
等
是
也
。

勅
従
四
位
上
高
麗
朝
臣
福
信
遺
於
難
波
、
賜
酒
肴
入
唐
使

藤
原
朝
臣
清
河
等
御
歌
一
首
井
短
歌

長
歌
（
⑮
四
二
六
四
省
略
）
／
反
歌
一
首

四
つ
の
舶
早
還
り
来
と
白
香
著
け
朕
が
裳
の
裾
に
鎮
ひ
て
待
た

む
（
四
二
六
五
）

右
、
発
遣
勅
使
井
賜
酒
楽
宴
之
日
月
未
得
詳
審
也
。

天
皇
・
太
后
共
幸
於
大
納
言
藤
原
家
之
日
、
黄
葉
海
蘭
一
株

抜
取
令
持
内
侍
佐
々
貴
山
君
、
遣
賜
大
納
言
藤
原
卿
井
陪
従

大
夫
等
御
歌
一
首
／
命
婦
諦
日
、

此
の
里
は
継
ぎ
て
霜
や
置
く
夏
の
野
に
吾
が
見
し
草
は
も
み
ち

た
り
け
り
（
⑮
四
二
六
八
）
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五
年
正
月
四
日
於
治
部
少
輔
石
上
朝
臣
宅
嗣
家
宴
歌
三
首

辞
繁
み
相
聞
は
な
く
に
梅
の
花
雪
に
し
を
れ
て
う
つ
ろ
は
む
か

も
（
⑮
四
二
八
二
）
主
人
石
上
朝
臣
宅
嗣

梅
の
花
開
け
る
が
中
に
ふ
ふ
め
る
は
恋
や
こ
も
れ
る
雪
を
待
っ

と
か
（
四
二
八
三
）
中
務
大
輔
茨
回
王

新
し
き
年
の
始
め
に
思
ふ
ど
ち
い
む
れ
て
を
れ
ば
う
れ
し
く
も

あ
る
か
（
四
二
八
四
）
大
勝
大
夫
道
祖
王

サ
上
総
国
朝
集
使
大
接
大
原
真
人
今
城
向
京
之
時
、
郡
司
妻
女

等
館
之
歌
二
首

あ
し
が
ら
の
や
へ
や
ま
こ
え
て
い
ま
し
な
ば
た
れ
を
か
き
み
と

み
つ
つ
し
の
は
む
（
⑮
四
四
四

O
）

た
ち
し
な
ふ
き
み
が
す
が
た
を
わ
す
れ
ず
は
よ
の
か
ぎ
り
に
や

こ
ひ
わ
た
り
な
む
（
四
四
四
一
）

シ
（
勝
宝
八
歳
十
一
月
）
二
十
三
日
、
集
於
式
部
少
丞
大
伴
宿
祢

池
主
之
宅
飲
宴
歌
二
首

は
つ
ゆ
き
は
ち
へ
に
ふ
り
し
け
こ
ひ
し
く
の
お
ほ
か
る
わ
れ
は

み
つ
つ
し
の
は
む
（
⑮
四
四
七
五
）

お
く
や
ま
の
し
き
み
が
は
な
の
な
の
ご
と
や
し
く
し
く
き
み
に

こ
ひ
わ
た
り
な
む
（
四
四
七
六
）

右
二
首
、
兵
部
大
丞
大
原
真
人
今
城

智
努
女
王
卒
後
、
国
方
女
王
悲
傷
作
歌
一
首
／
歌
（
四
四
七

七）

コ

大
原
楼
井
真
人
行
佐
保
川
辺
之
時
作
歌
一
首
／
歌
（
四
四
七

八）藤
原
夫
人
歌
一
首
浄
御
原
宮
御
宇
天
皇
之
夫
人
也
。
字
日
氷
上
大
刀
自

也
。
／
歌
（
四
四
七
九
）

（
題
調
ナ
シ
）
歌
（
四
四
八

O
）
作
者
未
詳

右
件
四
首
伝
読
兵
部
大
丞
大
原
今
城

右
に
示
し
た
も
の
の
う
ち
、
ア
ー
オ
は
家
持
の
越
中
国
守
時
代
、

カ
ー
シ
は
家
持
帰
京
後
に
属
し
、
巻
第
十
七
と
第
十
八
に
一
例
ず
つ
、

第
十
九
は
越
中
時
代
に
三
例
、
帰
京
後
に
五
例
、
第
二
十
に
は
こ
例

を
数
え
る
。

な
お
、
巻
第
二
十
に
お
い
て
は
家
持
と
の
関
係
の
上
で
判
断
に
迷

う
も
の
が
少
な
く
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
基
準
を
設
定
し
た
径
三
。

す
な
わ
ち
、
時
埠
宴
歌
（
四
三

O
て
四
四
八
六

1
七
）
は
家
持
が
出

席
し
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
橘
家
の
宴
（
四
四
四
六

1
九
）
に
出

席
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
微
妙
だ
け
れ
ど
も
後
に
当
日
の
資
料
を
ふ

ま
え
て
「
追
作
」
（
四
四
五

0
1
一
）
を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仮

に
欠
席
し
て
い
た
と
し
て
も
家
持
に
直
接
資
料
が
も
た
ら
さ
れ
て
い

た
と
見
て
、
こ
の
中
に
は
算
入
し
な
い
。
ま
た
、
「
十
一
月
二
十
八
日
、

左
大
臣
、
集
於
兵
部
卿
橘
奈
良
麻
巨
朝
在
宅
宴
歌
三
首
」
（
四
四
五
回

1
六
）
に
家
持
が
出
席
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
、
家
持
に
よ

る
追
作
の
類
も
見
ら
れ
な
い
が
、
四
四
四
六

1
九
と
同
様
に
橘
家
と

家
持
の
関
わ
り
の
深
さ
を
反
映
し
た
も
の
と
見
て
、
考
察
の
対
象
に
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は
し
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
サ
と
シ
に
挙
げ
た
の
は
い
ず
れ
も
大
原
今
城
に

か
か
わ
る
。
今
城
と
い
え
ば
、
巻
第
二
十
に
お
い
て
右
の
例
を
含
め

頻
繁
に
登
場
し
、
家
持
と
の
交
流
も
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
意

味
で
は
橘
家
関
係
の
歌
と
同
様
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
は
あ

る
け
れ
ど
、
今
城
は
末
四
巻
の
中
で
は
巻
第
二
十
の
防
人
歌
群
の
直

後
か
ら
し
か
登
場
し
な
い
。
そ
れ
以
前
で
は
巻
第
八
に
久
迩
京
時
代

の
天
平
十
五
年
（
七
四
三
）
の
秋
に
今
城
と
家
持
の
歌
が
な
ら
ぶ
と

こ
ろ
（
一
六

O
四
1
五
）
が
あ
り
、
こ
の
頃
か
ら
ふ
た
り
の
交
流
が

あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
も
の
の
、
二
首
が
確
実
に
閉
じ

場
で
の
作
で
あ
る
と
い
う
確
証
は
な
く
、
家
持
の
越
中
赴
任
以
後
は

サ
に
直
近
の
勝
宝
七
歳
（
七
五
五
）
三
月
三
日
の
宴
席
ま
で
今
城
の

名
前
は
見
ら
れ
ず
、
こ
の
時
の
今
城
の
身
分
は
上
総
国
朝
集
使
大
擦

で
あ
っ
た
。
朝
集
使
な
ど
い
わ
ゆ
る
四
度
の
使
と
し
て
上
京
し
た
時

以
外
は
家
持
と
接
点
を
も
ち
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
サ
は
三
月
三

日
の
宴
席
歌
に
続
く
も
の
だ
が
、
披
露
し
た
人
物
の
名
や
日
付
が
記

載
さ
れ
て
い
な
い
。
内
容
か
ら
今
城
自
身
が
披
露
し
た
こ
と
が
自
明

ゆ
え
記
載
し
な
か
っ
た
と
も
み
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
三
日
の
宴
（
二

次
的
な
場
も
含
め
て
）
で
披
露
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
シ
の
「
右
件

四
首
伝
読
云
々
」
の
よ
う
に
披
露
し
た
人
物
を
示
す
の
が
、
末
四
巻

の
編
纂
上
の
通
例
で
あ
る
。
一
方
、
サ
に
続
く
「
五
月
九
日
兵
部
少

輔
大
伴
宿
祢
家
持
之
宅
集
飲
歌
四
首
」
（
四
四
四
二

1
五
）
に
お
い
て
、

四
首
そ
れ
ぞ
れ
の
左
注
に
示
す
作
者
名
の
上
に
官
職
名
が
な
い
。
題

詞
・
左
注
の
人
名
に
は
官
職
名
を
記
載
す
る
の
が
通
例
な
の
に
、
こ

れ
は
明
ら
か
な
違
例
で
あ
り
、
こ
の
宴
歌
の
み
取
り
出
し
て
み
る
と
、

家
持
は
題
詞
に
よ
っ
て
官
職
名
が
知
ら
れ
る
も
の
の
、
今
城
に
つ
い

て
は
手
が
か
り
が
な
い
。
結
局
、
今
城
に
つ
い
て
は
サ
の
題
調
の
支

配
を
受
け
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
注
記
の
仕
方
は
末
四

巻
に
は
他
に
な
く
、
サ
は
書
式
の
上
で
は
直
前
の
三
月
三
日
の
宴
歌

よ
り
直
後
の
五
月
九
日
の
宴
歌
と
の
か
か
わ
り
が
深
い
。
思
う
に
、

サ
か
ら
五
月
九
日
の
宴
歌
に
か
け
て
の
部
分
は
今
城
が
筆
録
し
た
の

で
は
な
い
か
。

シ
は
今
城
が
披
露
し
た
歌
の
み
で
構
成
さ
れ
、
こ
れ
に
続
く
「
三

月
四
日
於
兵
部
大
丞
大
原
真
人
今
城
之
宅
宴
歌
一
首
」
は
家
持
作
の

一
首
と
今
城
が
伝
読
し
た
一
首
と
か
ら
な
る
が
、
シ
か
ら
こ
の
部
分

に
か
け
て
は
一
括
し
て
今
城
が
所
持
し
て
い
た
資
料
を
切
り
継
い
だ

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
伊
藤
前
掲
『
寓
葉
集
の
構
造
と
成

立
』
第
十
章
第
一
節
ほ
か
）
。
そ
れ
は
「
三
月
四
日
」
の
上
に
「
勝
宝

九
歳
」
が
入
る
べ
き
と
こ
ろ
、
後
の
四
四
八
三
の
題
詞
に
年
紀
が
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
部
分
に
限
っ
て
左
注
の
作
者
名
に
姓
が
記

載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
証
明
さ
れ
る
。
家
持
の
歌
が
含
ま
れ
て

い
て
も
、
家
持
の
許
で
記
録
が
常
に
保
管
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。

五
月
九
日
の
宴
歌
も
同
様
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
サ
は
直
前
の
三
月

三
日
の
宴
に
結
び
つ
け
て
解
釈
す
る
向
き
が
多
い
（
五
味
智
英
「
大
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原
真
人
今
城
送
別
の
歌
」
「
上
代
文
学
」
第
二
九
号
、
一
九
七
一
・
一

O
、
伊
藤
前
掲
書
な
ど
）
け
れ
ど
も
、
今
城
が
「
京
に
向
か
う
時
」

の
サ
と
「
上
総
に
戻
る
時
」
の
五
月
九
日
の
宴
と
を
呼
応
さ
せ
、
上

京
の
記
念
と
し
て
家
持
宅
で
の
歌
の
記
録
を
サ
に
書
き
加
え
て
持
ち

帰
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
充
分
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
に
挙
げ
た
サ

（
直
後
の
五
月
九
日
の
宴
歌
も
含
む
）
と
シ
は
、
今
城
の
側
で
筆
録
・

保
管
さ
れ
、
巻
第
二
十
の
編
纂
の
過
程
で
後
か
ら
入
っ
て
き
た
可
能

性
が
高
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
「
他
か
ら
資
料
、
が
も
た
ら
さ
れ
」
て
い
る
と
い
う
点
を

重
視
し
て
、
享
受
の
場
へ
の
家
持
の
関
与
は
認
め
ら
れ
な
が
ら
、
あ

え
て
「
詠
作
の
場
に
家
持
が
関
与
し
て
い
な
い
歌
」
に
準
じ
て
サ
と

シ
を
取
り
あ
げ
た
次
第
で
あ
る
。

3 

各
巻
の
中
で
の
『
他
人
資
料
」
の
位
置
づ
け

「
詠
作
の
場
に
家
持
が
関
与
し
て
い
な
い
歌
」
の
中
に
サ
や
シ
の
よ

う
な
例
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
項
で
取
り
あ
げ
た
ア

i
シ

を
総
称
し
て
「
他
人
資
料
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
れ
ら
が
各

巻
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
、
家
持
か
ら
は
最

も
遠
い
位
置
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
「
他
人
資
料
」
が
、
は
た
し
て

「
家
持
歌
日
記
」
の
呼
称
に
ふ
さ
わ
し
く
家
持
の
生
活
体
験
に
か
か

わ
っ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
の
が
、
こ
の
項
の
目
的
で
あ
る
。

ま
ず
、
岩
媛
村
両
の
ア
（
四

O
一
六
）
は
、
天
平
十
九
年
九
月
二

十
六
日
の
「
思
放
逸
鷹
夢
見
、
感
悦
作
歌
一
首
井
短
歌
」
（
四

O

二

1
五
）
と
天
平
二
十
年
正
月
二
十
九
日
の
家
持
作
（
四

O
一
七

1
二

O
）
と
の
聞
に
位
置
し
、
内
容
は
越
中
婦
負
の
野
の
冬
の
荒
涼
と
し

た
情
景
を
詠
ん
だ
旅
愁
の
歌
で
あ
る
。
古
典
集
成
や
釈
注
は
「
日
付

の
な
い
歌
は
日
付
の
あ
る
前
の
歌
の
支
配
を
受
け
る
と
い
う
末
四
巻

の
歌
群
の
あ
り
ょ
う
」
（
伊
藤
前
掲
書
の
説
）
に
よ
っ
て
、
九
月
二
十

六
日
の
「
鷹
の
歌
」
が
披
露
さ
れ
た
場
で
、
家
持
の
鷹
を
失
っ
た
悲

し
み
に
応
じ
て
唱
わ
れ
た
も
の
か
と
い
う
。
一
次
的
な
享
受
の
実
態

は
、
そ
う
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
は
巻
第
十
七

の
中
で
は
む
し
ろ
、
国
府
近
く
の
海
岸
で
「
東
風
」
（
あ
ゅ
の
か
ぜ
日

越
の
俗
語
）
、
「
こ
し
の
う
み
の
信
濃
」
（
浜
の
名
）
な
ど
都
び
と
家
持

が
異
郷
の
習
俗
に
関
心
を
寄
せ
つ
つ
、
前
半
ニ
首
で
越
中
の
風
土
を

詠
み
、
後
半
二
首
で
望
郷
の
念
を
う
た
う
後
続
の
四
首
（
四

O
一七

1
二
O
）
と
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ア
は
新
編

全
集
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
大
和
育
ち
の
作
者
が
直
接
体
験
し
た

雪
の
深
さ
、
冷
た
さ
、
そ
し
て
改
め
て
感
じ
た
旅
愁
」
を
う
た
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
承
け
る
か
た
ち
で
後
続
の
四
首
は
越
中
の
春
の
旅
情

を
歌
い
あ
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
家
持
は
四
首
に
続
け

て
越
中
諸
郡
を
巡
行
し
た
折
の
歌
を
展
開
す
る
が
、
真
下
厚
氏
（
「
諸

郡
巡
行
の
歌
」
『
セ
ミ
ナ
ー
高
葉
の
歌
人
と
作
品
』
第
八
巻
、
和
泉
書

院
、
二

O
O
二
）
が
注
意
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
「
前
年
の
春

は
重
い
病
気
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
彼
に
と
っ
て
こ
れ
が
初
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め
て
の
春
に
お
け
る
出
挙
の
た
め
の
巡
行
」
釈
注
の
言
を

借
り
れ
ば
「
旅
中
の
中
の
さ
ら
な
る
旅
」
に
出
る
わ
け
で
あ
る
。
巡

行
時
に
は
ア
に
詠
ま
れ
た
「
婦
負
郡
」
に
も
赴
い
て
い
る
（
四

O
二

ニ
1
三
）
。
四

O
一
七

1
ニ
O
に
顕
著
な
旅
情
の
表
現
は
間
近
に

追
っ
た
巡
行
を
念
頭
に
置
い
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
都
び
と
の
視

点
は
ア
の
黒
人
歌
と
響
き
あ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
四
首
が
連
作
を

な
す
こ
と
に
つ
い
て
は
全
注
や
釈
注
に
詳
し
い
が
、
四

O
一
七
の

「
奈
呉
の
海
人
の
釣
り
す
る
小
舟
漕
ぎ
隠
る
見
ゆ
」
は
黒
人
の
「
笠

繕
の
嶋
漕
ぎ
隠
る
棚
無
し
小
舟
」
（
③
二
七
二
）
と
対
応
、
四
O
一
八

の
「
鶴
さ
は
に
鳴
く
」
は
黒
人
に
同
じ
句
が
あ
り
（
③
二
七
三
）
、
旅

情
の
表
現
に
際
し
黒
人
の
作
を
意
識
し
て
い
る
点
で
も
、
ア
と
の
関

係
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
四
首
に
題
調
が
な

い
こ
と
に
つ
い
て
も
、
か
つ
て
本
稿
の
筆
者
が
ウ
や
エ
を
取
り
あ
げ

て
論
じ
た
、
異
な
る
時
点
で
作
ら
れ
た
各
歌
の
意
味
を
温
存
し
つ
つ

歌
群
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
作
る
手
法
（
拙
稿
「
大
伴
家
持
の
歎
群

意
識
」
『
伊
藤
博
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
高
葉
学
藻
』
塙
書
房
、
一

九
九
六
参
照
）
に
よ
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
は
越
中

を
旅
す
る
都
び
と
の
郷
愁
を
主
題
と
す
る
歌
群
に
組
み
込
ま
れ
、
当

地
に
お
け
る
冬
か
ら
春
へ
の
変
化
を
演
出
し

i
厳
し
い
冬
の
表
現
を

置
く
こ
と
に
よ
っ
て
待
望
の
春
が
強
調
さ
れ
る
｜
、
「
家
持
の
歌
日

記
」
の
中
で
み
ご
と
に
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

ト
品
入
ノ
。

で
あ
り
、

者
鰻
村
川
の
イ
（
四

O
六
五
）
に
つ
い
て
は
、
新
編
全
集
に
「
こ

の
歌
が
い
か
な
る
事
情
で
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
か
不
明
」
と
あ
る
が
、

伊
藤
前
掲
『
寓
葉
集
の
構
造
と
成
立
』
第
十
章
第
一
節
に
、
「
太
上
皇

ら
の
都
歌
を
福
麻
呂
が
披
露
し
た
こ
と
に
対
す
る
、
古
歌
を
利
用
し

て
の
家
持
そ
の
人
の
和
歌
だ
っ
た
の
で
な
い
か
」
と
す
る
解
釈
は
鋭

い
。
福
麻
呂
諦
詠
の
古
歌
（
四

O
五
六

1
六
二
）
と
イ
と
の
聞
に

「
後
追
和
橘
歌
二
首
」
が
あ
る
が
、
二
首
は
数
年
後
に
割
り
こ
ん
で

入
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
も
と
は
天
平
十
六
年
当
時
の
太

上
皇
ら
の
古
歌
と
射
水
郡
の
駅
舎
に
掛
か
る
古
歌
と
が
一
続
き
と
な

り
、
内
容
面
で
も
舟
航
に
か
か
わ
る
歌
が
四

O
五
六

1
七
、
四

O
六

一
1
二
と
続
い
て
イ
と
響
き
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

樹
鰻
村
叫
に
移
る
。
ウ
・
エ
に
つ
い
て
は
す
で
に
論
じ
た
こ
と
、

ア
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
。
ウ
は
都
と
の
違
い
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら

越
中
の
秋
の
情
景
を
点
綴
し
た
歌
群
（
四
二
二
二

1
五
）
の
第
三
首
、

エ
は
天
平
勝
宝
二
年
十
二
月
か
ら
翌
三
年
正
月
に
か
け
て
の
雪
の
正

月
の
賀
宴
を
待
望
す
る
歌
群
（
四
一
一
一
一
六
1
一一一

O
）
の
第
二
・
一
ニ
首

に
そ
れ
ぞ
れ
あ
た
り
、
都
に
お
け
る
原
作
時
の
意
味
と
は
い
さ
さ
か

異
な
る
歌
の
理
解
｜
越
中
の
風
土
と
都
と
の
対
比
ー
が
聯
の
中
に
仕

組
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

オ
・
キ
・
ク
は
遣
唐
使
に
か
か
わ
る
歌
、
オ
・
ク
は
大
使
藤
原
清

河
に
関
係
し
、
キ
は
副
使
大
伴
胡
麻
日
に
関
係
す
る
。
清
河
ら
が
遣

唐
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五

O
）
九
月
。
オ
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（
四
二
四

0
1七
）
が
越
中
で
伝
諦
さ
れ
記
録
さ
れ
た
の
は
、
翌
三

年
の
四
月
十
六
日
以
降
七
月
十
七
日
以
前
。
キ
・
ク
は
連
続
し
て
い

る
も
の
の
、
資
料
は
別
々
の
経
路
で
入
手
、
キ
（
四
二
六
二

S
一二）

は
節
万
を
拝
し
た
勝
宝
四
年
間
三
月
九
日
頃
に
聞
か
れ
た
大
伴
氏
主

催
の
鶴
宴
で
の
詠
、
ク
（
四
二
六
四

1
五
）
は
難
波
出
航
直
前
の
清

河
ら
に
天
皇
か
ら
酒
肴
を
賜
っ
た
折
り
の
御
製
歌
で
、
と
も
に
家
持

帰
京
後
に
入
手
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
オ
は
釈
注
に
よ
れ
ば
、
大
目

秦
八
千
嶋
の
後
任
と
し
て
都
か
ら
や
っ
て
き
た
高
安
倉
人
種
麻
目
、
が

着
任
の
挨
拶
と
し
て
手
土
産
の
一
つ
と
し
た
も
の
と
い
う
。
越
中
時

代
の
終
わ
り
近
く
に
あ
る
オ
は
、
歌
巻
の
中
で
は
す
ぐ
後
に
少
納
言

に
遷
任
さ
れ
た
家
持
の
帰
京
時
の
歌
群
（
四
二
四
八

1
五
六
）
が
続

く
こ
と
に
よ
り
、
帰
京
直
前
の
最
新
情
報
と
し
て
家
持
の
側
か
ら
捉

え
な
お
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

ま
た
、
キ
か
ら
ク
へ
は
都
か
ら
難
波
へ
と
時
間
の
流
れ
と
と
も
に

空
間
も
移
動
し
て
い
る
が
、
入
唐
副
使
大
伴
胡
麻
目
入
唐
副
使
大
伴

胡
麻
呂
を
鶴
す
る
キ
は
、
直
前
に
大
将
軍
大
伴
御
行
に
よ
る
壬
申
の

乱
平
定
後
に
お
け
る
天
武
天
皇
讃
歌
カ
（
四
二
六

0
3
一
）
を
配
列

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
相
侠
っ
て
享
受
の
次
元
で
大
伴
氏
の
活

躍
を
記
念
す
る
意
味
を
込
め
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
方
、
ケ
（
四
二
六
八
）
の
題
詞
に
は
「
天
皇
・
太
后
共
幸
於
大

納
言
藤
原
家
之
日
」
の
ご
と
く
詠
作
の
時
を
示
す
。
都
に
い
る
家
持

に
と
っ
て
身
近
で
起
こ
っ
た
出
来
事
で
あ
り
、
川
口
常
孝
氏
（
『
大
伴

家
持
』
第
四
章
第
一
節
、
桜
楓
社
、
一
九
七
六
）
が
言
う
よ
う
に

「
年
月
の
確
認
を
な
そ
う
と
思
え
ば
、
い
く
ら
で
も
で
き
た
は
ず
」

な
の
だ
が
、
具
体
的
な
日
付
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
「
夏
の
野
に
吾

が
見
し
草
」
を
「
夏
の
野
で
私
が
さ
つ
き
見
た
草
」
の
よ
う
に
解
し

て
夏
早
々
と
も
み
じ
し
た
沢
蘭
に
寄
せ
て
大
納
言
家
を
ほ
め
た
歌
と

捉
え
る
か
（
新
旧
全
集
、
集
成
、
釈
注
な
ど
て
「
か
つ
て
夏
の
野
で

私
の
見
た
草
」
と
解
し
て
大
納
言
家
に
行
幸
が
あ
っ
た
時
期
を
秋
以

降
に
捉
え
る
か
（
全
釈
、
総
釈
、
佐
佐
木
評
釈
、
私
注
、
大
系
、
全

注
な
ど
）
に
よ
っ
て
説
が
分
か
れ
る
が
、
『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
四

年
（
七
五
二
）
四
月
九
日
条
に
大
仏
関
限
の
当
日
、
天
皇
が
大
納
言

藤
原
仲
麻
口
白
の
田
村
第
を
御
在
所
と
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
こ

の
折
の
歌
と
す
れ
ば
前
者
で
解
す
る
の
が
よ
い
を
立
。

し
か
る
に
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
ケ
は
前
後
の
歌
に
対
し
、
時
間

的
に
も
内
容
的
に
も
孤
立
し
て
お
り
、
家
持
と
の
か
か
わ
り
を
見
い

だ
す
こ
と
が
む
ず
か
し
い
窪
4
3

だ
が
、
ケ
が
仲
麻
呂
邸
を
「
此
の

里
」
と
呼
ん
で
ほ
め
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
と
、
後
続
の
十
一
月

八
日
の
諸
兄
宅
で
の
摩
宴
に
お
け
る
家
持
歌
は
、

天
地
に
足
ら
は
し
照
り
て
吾
が
大
皇
し
き
座
せ
ば
か
も
楽
し
き

小
里
（
四
二
七
二
）
未
奏

と
い
う
内
容
で
、
家
持
は
聖
武
上
皇
の
い
ま
す
諸
兄
の
井
手
別
邸

（
石
井
庄
司
「
井
手
左
大
臣
邸
の
歌
群
」
「
解
釈
」
第
三
九
巻
第
三
号
、

一
九
九
三
・
一
二
参
照
）
を
「
楽
し
き
小
里
」
と
ほ
め
て
い
る
。
こ
れ
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は
孝
謙
天
皇
と
光
明
皇
太
后
が
仲
麻
日
の
田
村
第
に
お
出
ま
し
に

な
っ
た
時
の
ケ
を
念
頭
に
お
い
て
、
聖
武
上
皇
が
諸
兄
の
井
手
別
邸

に
お
出
ま
し
に
な
っ
た
臨
時
宴
で
最
大
級
の
讃
辞
を
述
べ
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
か
。

聖
武
上
皇
・
諸
兄
を
核
と
す
る
皇
親
派
と
孝
謙
天
皇
・
光
明
皇
太

后
・
仲
麻
呂
の
一
派
と
の
対
立
は
、
帰
京
後
少
納
言
と
し
て
仲
麻
呂

直
属
の
部
下
と
な
っ
た
家
持
に
大
き
く
暗
い
影
を
落
と
し
、
長
い
沈

黙
の
末
、
諸
兄
邸
で
の
四
二
七
二
が
作
ら
れ
た
の
を
機
に
、
作
歌
活

動
を
再
開
す
る
。
こ
れ
以
後
、
あ
ら
ゆ
る
宴
席
歌
の
日
付
が
題
調
に

記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
家
持
は
対
人
的
に
は
皇
親
派
の
集
う
場

で
し
か
歌
を
詠
ま
ず
、
孝
謙
・
光
明
を
含
む
仲
麻
呂
一
派
の
歌
は
、

天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
十
一
月
十
八
日
の
庫
宴
歌
（
四
四
八
六

1
七
）
ま
で
見
ら
れ
な
く
な
る
。
本
稿
の
筆
者
は
前
稿
b
で
、
巻
第

二
十
の
末
尾
、
天
平
宝
字
の
歌
群
は
、
仲
麻
呂
が
実
権
を
掌
握
し
た

情
況
下
、
聖
武
朝
へ
の
追
憶
と
回
帰
の
主
題
を
よ
り
鮮
明
に
打
ち
だ

し
た
後
補
部
分
と
捉
え
、
仲
麻
呂
の
歌
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
そ
の
専
横
ぶ
り
を
強
調
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
が
、
そ
の
前
段
階
、

帰
京
後
の
家
持
の
立
場
を
決
定
づ
け
る
上
で
、
孝
謙
が
仲
麻
自
に

賜
っ
た
ケ
は
き
わ
め
て
重
い
位
置
を
占
め
、
家
持
の
作
歌
活
動
に
お

い
て
記
憶
す
べ
き
存
在
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
室
主
。

コ
（
四
二
八
二

1
四
）
は
石
上
宅
嗣
家
の
宴
席
歌
で
あ
る
が
、
家

持
の
歌
が
な
く
、
三
名
の
作
者
は
高
葉
集
中
こ
こ
に
し
か
歌
を
残
し

て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
主
人
・
宅
嗣
か
ら
家
持
へ
伝
え
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
が
、
い
つ
、
い
か
な
る
経
緯
で
こ
の
宴
の
資
料
が
も
た
ら
さ

れ
た
か
は
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
新
年
の
賀
歌
と
し
て
も
、

最
初
の
二
首
が
恋
歌
仕
立
て
の
挨
拶
歌
で
類
例
に
乏
し
く
、
第
三
首

は
前
二
首
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
の
か
分
か
り
に
く
い
。
こ
の
三

首
に
つ
い
て
、
渡
辺
護
氏
（
「
梅
の
花
雪
に
し
を
れ
て
」
「
寓
葉
」
第

一
O
四
号
、
一
九
八

0
・
七
）
は
、
第
一
首
「
雪
に
し
を
れ
て
」
を

〈
雪
に
恋
い
萎
れ
て
〉
と
解
し
、
当
日
雪
が
な
い
こ
と
を
感
慨
を
込

め
て
う
た
い
、
第
二
首
で
は
〈
梅
の
蓄
が
恋
い
つ
つ
雪
を
待
つ
〉
と

第
一
首
を
承
け
、
第
三
首
で
は
「
新
し
き
年
の
初
め
に
」
と
歌
い
出

し
て
新
年
の
賀
宴
に
期
待
さ
れ
る
「
雪
」
を
予
想
さ
せ
な
が
ら
〈
雪

は
な
く
て
も
い
い
。
何
よ
り
も
め
で
た
く
嬉
し
い
の
は
、
う
ち
と
け

た
仲
間
が
こ
こ
に
こ
う
し
て
集
う
て
い
る
こ
と
な
の
だ
か
ら
〉
と
全

体
を
収
め
て
い
て
、
三
首
は
「
眼
前
に
な
い
雪
」
で
統
一
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
コ
の
直
前
に
配
列
さ
れ
て
い
る
の
は
、
前
年
十
一
月
二

十
七
日
で
諸
兄
同
席
の
も
と
、
林
王
宅
で
行
わ
れ
た
但
馬
按
察
使
橘

奈
良
麻
呂
の
鶴
宴
で
の
歌
（
四
二
七
九

i
八
一
）
で
、
両
者
に
内
容

上
の
つ
な
が
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。
対
し
て
直
後
に
は
「
十
一
日
、

大
雪
落
積
尺
有
二
寸
。
因
述
拙
懐
歌
三
首
」
と
題
す
る
家
持
の
独
詠

歌
（
四
二
八
五

1
七
）
が
続
く
。
釈
注
は
「
家
持
の
記
す
そ
の
題
調

は
、
あ
た
か
も
、
今
の
三
首
が
雪
な
き
正
月
の
歌
で
あ
る
こ
と
に
深

い
理
解
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
家
持
に
さ
よ
う
な
意
識
が
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あ
っ
た
と
主
張
す
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
配
列
に
は
妙

に
味
わ
い
の
深
い
も
の
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
「
他
人
資
料
」

で
あ
る
コ
が
こ
の
位
置
を
占
め
て
い
る
の
は
、
単
に
偶
然
入
手
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
待
ち
に
待
っ
た
雪
を
得
て
「
述
拙
懐
歌
」

を
作
る
に
至
っ
た
経
緯
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

岩
頭
コ
刊
の
サ
・
シ
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
注
記
の
書
式
に
注
目

し
、
今
城
が
筆
録
・
保
管
し
て
い
た
資
料
が
後
か
ら
切
り
継
が
れ
て

巻
第
二
十
に
入
っ
て
き
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
サ
に
つ

い
て
は
、
直
後
の
五
月
九
日
の
宴
と
「
送
別
の
歌
」
と
し
て
の
呼
応

を
想
定
し
た
。
い
ま
、
こ
の
上
に
さ
ら
に
五
月
九
日
の
資
料
と
一
体

に
な
っ
た
サ
を
前
後
の
家
持
の
資
料
に
位
置
づ
け
て
み
る
と
、
直
前

の
三
月
三
日
の
勅
使
を
迎
え
て
の
宴
席
歌
群
で
は
、
今
城
が
「
昔
年

相
替
防
人
歌
」
以
下
古
歌
四
首
を
披
露
し
て
お
り
、
違
和
感
は
な
く
、

直
後
の
五
月
十
一
日
の
諸
兄
を
迎
え
た
丹
比
国
人
宅
の
宴
席
歌
は
、

九
日
の
そ
れ
と
同
じ
く
撫
子
を
素
材
と
し
て
い
て
、
こ
ち
ら
も
違
和

感
は
な
い
。

一
方
、
勝
宝
八
歳
十
一
月
二
十
三
日
の
大
伴
池
主
宅
で
の
宴
席
歌

シ
（
四
四
七
五

1
八
O
）
お
よ
び
翌
九
歳
三
月
四
日
の
今
城
宅
で
の

宴
席
歌
（
四
四
八
一

1
一
一
）
に
つ
い
て
は
、
前
者
は
今
城
が
宴
の
主

人
・
池
主
へ
の
思
い
を
う
た
う
二
首
と
、
同
じ
く
今
城
に
よ
っ
て
伝

読
さ
れ
た
佐
保
の
地
と
悲
傷
の
主
題
を
詠
み
こ
ん
だ
古
歌
二
首
ず
っ

と
か
ら
成
り
、
後
者
は
家
持
が
宴
の
主
人
・
今
城
を
庭
の
椿
の
花
に

寄
せ
て
ほ
め
た
一
首
と
、
藤
原
執
弓
が
播
磨
介
の
任
に
赴
く
時
に
難

波
堀
江
を
超
え
て
遠
い
里
ま
で
見
送
っ
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
答
礼
歌

を
古
歌
と
し
て
今
城
が
披
露
し
た
一
首
か
ら
成
る
。
後
者
は
単
な
る

挨
拶
の
よ
う
に
も
解
さ
れ
る
も
の
の
、
前
者
の
う
ち
、
と
く
に
悲
傷

の
主
題
を
詠
ん
だ
古
歌
は
後
宮
の
女
性
が
天
武
天
皇
を
悼
む
歌
（
四

四
七
九

1
八
O
）
を
介
し
て
聖
武
上
皇
の
崩
御
を
悼
ん
だ
と
も
、
時

代
の
流
れ
に
抗
し
て
〈
白
鳳
回
帰
〉
の
心
情
を
う
た
っ
た
と
も
考
え

ら
れ
、
政
治
性
の
つ
よ
い
内
容
を
も
っ
。
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

越
中
国
守
時
代
の
家
持
と
旺
盛
に
歌
の
贈
答
を
繰
り
ひ
ろ
げ
た
池
主

は
、
勝
宝
九
歳
七
月
の
橘
奈
良
麻
目
の
変
で
は
奈
良
麻
呂
と
行
動
を

共
に
し
、
変
の
後
刑
死
し
た
と
さ
れ
る
が
、
シ
の
池
主
宅
の
宴
で
は

今
城
ら
に
奈
良
麻
呂
の
変
に
向
け
て
何
ら
か
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た

よ
う
に
も
読
み
と
れ
な
く
は
な
い
。
家
持
は
急
進
的
な
動
き
に
は
与

せ
ず
、
し
ば
ら
く
の
聞
は
情
況
を
見
守
る
道
を
選
び
、
池
主
と
は
次

第
に
距
離
を
お
く
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
三
月
四
日
の
今
城

宅
の
宴
に
池
主
の
名
は
見
え
な
い
。
こ
れ
は
深
読
み
に
過
ぎ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
十
一
月
末
の
シ
か
ら
三
月
初
の
今
城
宅
の
宴
ま
で
の

聞
に
、
奈
良
麻
呂
た
ち
の
行
動
に
対
す
る
今
城
の
態
度
が
固
ま
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
奈
良
麻
自
の
変
後
の
天
平
宝
字
年
間
の
歌
群
に
お

い
て
は
、
今
城
と
家
持
が
行
動
を
共
に
す
る
場
面
が
目
立
つ
よ
う
に

な
る
が
、
検
討
し
て
い
る
ふ
た
つ
の
宴
の
聞
に
今
城
に
と
っ
て
の
大

き
な
転
換
点
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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そ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
と
き
、
今
城
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
資
料
の

う
ち
、
シ
を
含
む
一
群
に
つ
い
て
は
、
内
容
的
に
家
持
よ
り
も
今
城

に
即
き
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
特
に
前
後
の
歌
と
の
関

係
に
お
い
て
も
、
前
稿
b
で
述
べ
た
よ
う
に
、
巻
第
二
十
の
前
半
（
防

人
歌
群
を
除
く
）
勝
宝
七
歳
ま
で
は
〈
花
〉
に
一
言
寄
せ
て
う
た
う
歌

が
目
立
つ
の
に
対
し
て
、
勝
宝
八

1
九
歳
の
部
分
で
は
〈
花
〉
は
め
っ

き
り
見
ら
れ
な
く
な
り
、
「
移
り
ゆ
く
時
（
時
勢
）
」
を
念
頭
に
お
く

内
容
に
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
今
城
に
よ
っ
て
伝
請

さ
れ
た
古
歌
は
、
（
お
そ
ら
く
は
今
城
が
記
し
た
も
の
と
大
差
な
い

で
あ
ろ
う
）
現
行
の
題
詞
・
左
注
を
見
て
も
宴
の
場
で
ど
の
よ
う
に

機
能
し
た
か
第
三
者
に
は
理
解
が
困
難
で
、
こ
れ
は
前
稿
b
で
明
ら

か
に
し
た
、
家
持
が
編
纂
し
た
巻
第
二
十
に
お
い
て
顕
著
に
認
め
ら

れ
る
主
題
の
提
示
を
意
識
し
た
編
纂
手
法
と
は
大
き
く
違
う
も
の
と

な
っ
て
い
る
を
旦
。

4 

巻
第
二
十
の
捉
え
方

以
上
、
「
他
人
資
料
」
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
各
巻
の
中
で
前
後

の
歌
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
作
っ
て
い
る
か
を
観
察
し
つ
つ
、
そ
れ

ぞ
れ
が
「
家
持
歌
日
記
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
家
持
の
生
活
体
験

に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
巻
第
十

七
か
ら
第
十
九
ま
で
は
、
「
他
人
資
料
」
が
家
持
の
作
品
を
支
え
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
あ
る
場
合
は
着
想
の
面
で
、
ま
た
あ
る
場

合
は
歌
群
と
し
て
の
ま
と
ま
り
の
中
で
、
家
持
の
生
活
体
験
を
活
写

し
て
い
く
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
ケ
の
よ
う
に
作
歌

活
動
の
根
源
に
か
か
わ
る
記
念
碑
的
な
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
。
巻

第
十
九
の
体
裁
に
他
の
巻
と
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
巻
第

十
九
ま
で
の
三
巻
は
家
持
を
主
人
公
と
す
る
「
歌
日
記
」
を
み
ご
と

に
形
成
し
て
お
り
、
伊
藤
前
掲
『
寓
葉
集
の
構
造
と
成
立
』
第
十
章

第
二
節
（
初
出
一
九
六
九
）
が
つ
と
に
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
一
二

巻
で
完
結
し
て
い
た
段
階
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
家
持
の
生
活
体
験
に

即
し
た
内
容
の
一
貫
性
の
面
か
ら
も
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
巻
第
二
十
に
お
い
て
は
、
前
稿
b
で
述
べ
た
よ
う
に
、

部
分
的
に
類
纂
の
手
法
を
採
り
入
れ
て
い
て
、
家
持
の
生
活
体
験
に

か
か
わ
る
内
容
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
〈
防
人
歌
群
以
前
〉
か
ら

〈
防
人
歌
群
以
後
〉
の
天
平
勝
宝
九
歳
ま
で
は
「
時
の
花
」
と
「
移

り
ゆ
く
時
」
を
鍵
言
葉
と
し
て
聖
武
朝
の
盛
時
を
回
想
す
る
姿
勢
を

顕
著
に
し
な
が
ら
形
成
さ
れ
、
そ
れ
に
家
持
が
か
か
わ
っ
て
橘
家
に

贈
ら
れ
た
《
防
人
歌
巻
》
を
後
に
補
入
、
さ
ら
に
藤
原
仲
麻
呂
の
一

時
の
栄
華
を
記
録
す
る
〈
天
平
宝
字
歌
群
〉
を
加
え
て
成
立
し
た
と

本
稿
の
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
山
吹
や
撫
子
な
ど
「
時
の
花
」

を
も
ち
だ
し
て
讃
美
す
る
歌
を
集
め
る
部
分
で
は
聖
武
朝
の
盛
時
と

諸
兄
と
を
重
ね
て
追
憶
す
る
こ
と
を
意
図
し
、
諸
兄
致
仕
後
の
部
分

か
ら
は
「
移
り
ゆ
く
時
（
時
勢
）
」
に
対
応
す
る
内
容
の
歌
を
集
め
て

奈
良
麻
呂
の
変
に
至
る
時
代
の
動
き
を
捉
え
て
い
く
。
大
部
分
が
宴
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席
歌
な
ど
対
人
関
係
を
背
景
に
も
つ
歌
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、

前
の
三
巻
の
よ
う
に
家
持
の
日
常
的
な
生
活
体
験
に
根
ざ
す
も
の
で

は
ま
っ
た
く
な
い
。

し
か
し
、
「
他
人
資
料
」
の
補
入
を
考
慮
に
入
れ
て
見
直
し
た
と
し

て
も
、
や
は
り
こ
の
巻
は
、
そ
の
時
代
を
生
き
た
家
持
の
目
で
見
た

〈
時
代
〉
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
サ
や
シ
で
は
、
編
纂
に

今
城
が
関
与
し
た
疲
跡
が
認
め
ら
れ
、
シ
な
ど
は
家
持
に
よ
っ
て
時

代
の
動
き
を
象
徴
す
る
歌
を
切
り
と
っ
て
構
成
さ
れ
た
前
後
の
歌
と

ズ
レ
を
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
最
終
的
に
韮
7

）
そ
の
ま
ま
の
形

で
残
さ
れ
た
の
は
、
今
城
と
の
交
流
の
中
で
得
ら
れ
た
歌
々
が
、
第

三
者
に
と
っ
て
は
理
解
困
難
だ
と
し
て
も
、
家
持
に
お
い
て
は
巻
第

二
十
に
お
け
る
聖
武
朝
の
盛
時
へ
の
追
憶
と
回
帰
の
主
題
に
見
合
う

と
の
判
断
が
な
さ
れ
た
結
果
と
察
せ
ら
れ
る
。

生
活
に
根
ざ
し
た
歌
か
ら
時
代
を
反
映
す
る
歌
へ
｜
。
そ
の
よ
う

な
歌
を
と
り
ま
く
状
況
の
変
化
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
家

持
に
と
っ
て
は
、
巻
第
二
十
も
ま
た
時
代
の
変
化
の
中
で
の
作
歌
活

動
の
記
録
と
い
う
意
味
で
、
広
義
の
「
歌
日
記
」
と
認
識
さ
れ
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
。
か
れ
に
と
っ
て
歌
と
は
か
な
し
み
を
援
い
の
け

る
持
情
の
具
で
あ
っ
た
が
（
巻
第
十
九
巻
末
の
自
注
参
照
）
、
聖
武
上

皇
の
崩
御
や
橘
諸
兄
の
莞
去
に
際
し
て
は
挽
歌
の
類
を
残
し
て
い
な

い
。
聖
武
（
朝
）
の
終
駕
と
と
も
に
持
情
の
機
会
を
失
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
家
持
が
か
な
し
み
を
表
出
で
き
ず
に
み
ず
か
ら
の
裡
に
抱

え
こ
ん
で
い
た
と
す
れ
ば
、
行
情
の
喪
失
に
至
る
過
程
に
注
目
し
な

が
ら
、
そ
れ
ま
で
の
作
歌
活
動
の
記
録
を
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
な
し
み
を
昇
華
し
よ
う
と
し
た
に
相
違
な
い
。
そ
れ
が
今
見
る
巻

第
二
十
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

な
お
、
そ
の
段
階
で
は
、
正
確
に
は
巻
第
二
十
で
は
な
く
〈
家
持

歌
日
記
（
家
集
）
〉
で
あ
り
、
人
名
表
記
な
ど
に
追
補
さ
れ
た
痕
跡
を

残
す
〈
天
平
宝
字
歌
群
〉
は
、
ま
だ
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能

性
が
高
い
。
前
稿
b
で
〈
天
平
宝
字
歌
群
〉
が
藤
原
仲
麻
呂
の
専
横

ぶ
り
を
際
だ
た
せ
、
政
治
的
背
景
を
濃
厚
に
も
っ
て
い
る
こ
と
を
説

い
た
が
、
そ
れ
以
前
の
部
分
の
編
纂
の
動
機
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は

な
く
、
持
情
の
喪
失
に
関
し
て
は
一
層
深
刻
な
状
態
で
あ
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
後
に
「
家
集
」
四
巻
を
組
み
入
れ
、
全
二
十
巻
か
ら

成
る
「
蔦
葉
集
」
に
仕
立
て
て
い
く
家
持
の
構
想
に
は
、
編
纂
に
あ

た
っ
て
時
代
の
変
化
を
強
く
意
識
し
た
、
他
な
ら
ぬ
巻
第
二
十
に
相

当
す
る
部
分
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
巻
第
二
十
あ
る
が
ゆ
え

に
、
〈
家
持
歌
日
記
（
家
集
）
〉
は
歴
代
の
歌
々
を
集
録
す
る
寓
葉
集

に
編
入
で
き
た
の
で
あ
る
。
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注
（1
）
伊
藤
博
氏
は
他
人
か
ら
伝
え
聞
い
た
歌
の
う
ち
、
宴
会
で
聞
い
た
歌

を
除
い
た
も
の
を
「
独
立
伝
聞
歌
」
と
称
し
て
考
察
さ
れ
た
（
前
掲

『
高
葉
集
の
構
造
と
成
立
』
第
十
章
第
一
節
）
。
本
稿
は
ア
；
シ
を
掲



出
す
る
に
あ
た
り
、
氏
の
認
定
さ
れ
た
歌
を
検
証
し
つ
つ
一
部
修
正

を
施
し
て
い
る
。
な
お
、
伊
藤
氏
が
「
独
立
伝
聞
歌
」
と
し
て
掲
げ

る
も
の
の
う
ち
、
享
受
の
場
に
家
持
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
な
巻
第
二
十
巻
頭
の
四
二
九
三

i
四
は
、
本
稿
で
は
考
察
の
対
象

か
ら
外
し
た
。

（2
）
こ
の
部
分
の
処
理
は
伊
藤
論
と
本
稿
で
大
き
く
異
な
る
。

（3
）
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
後
者
で
解
す
る
場
合
は
、
孝
謙
天
皇

の
田
村
第
へ
の
行
幸
が
複
数
回
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

（4
）
直
前
の
家
持
作
「
為
応
詔
儲
作
歌
一
首
井
短
歌
」
（
四
二
六
六

1
七
）
は
、

日
付
は
な
い
も
の
の
配
列
か
ら
見
る
と
閏
三
月
以
降
（
な
お
、
こ
の
歌

が
カ
の
天
皇
讃
歌
に
誘
発
さ
れ
て
成
っ
た
と
見
る
伊
藤
前
掲
書
は
二

月
二
日
に
近
い
時
期
の
作
と
す
る
）
、
内
容
的
に
は
正
月
の
臨
時
宴
を
想

定
し
て
作
ら
れ
た
も
の
。
直
後
の
「
十
一
月
八
日
、
在
於
左
大
臣
橘
朝

臣
宅
臨
時
宴
歌
四
首
」
（
四
二
六
九

1
七
一
一
）
に
は
一
年
余
の
沈
黙
を
経

て
宴
席
に
列
し
た
家
持
が
い
る
。

（5
）
な
お
、
「
1
之
日
」
の
よ
う
に
詠
作
の
時
を
示
す
形
式
は
オ
に
も
見
ら

れ
る
が
、
そ
の
作
者
を
見
る
と
藤
原
太
后
や
大
納
言
仲
麻
呂
な
ど
藤

原
氏
関
係
者
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
あ
る
い
は
編
纂
の
時
点
で
皇
親
派

と
藤
原
氏
の
対
立
の
構
図
を
意
識
し
て
書
式
の
統
一
を
図
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

（
6
）
シ
の
四
四
七
六
に
見
ら
れ
る
「
熔
が
花
」
、
三
月
四
日
の
宴
の
四
四
八

一
に
見
ら
れ
る
「
八
つ
峯
の
椿
」
の
存
在
は
、
勝
宝
八
歳
二
月
の
諸

兄
失
脚
以
後
の
部
分
に
顕
著
な
「
移
り
ゆ
く
時
」
の
さ
ま
を
映
し
出

す
歌
と
は
異
な
り
、
勝
宝
七
歳
以
前
に
目
立
つ
〈
花
〉
の
歌
に
引
き

つ
け
た
編
纂
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ

う
だ
と
す
れ
ば
、
後
か
ら
歌
を
補
入
し
た
今
城
は
、
家
持
に
よ
る
そ

れ
以
前
の
編
纂
の
意
図
を
充
分
に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な

る
。
な
お
、
前
稿
b
で
、
シ
お
よ
び
凹
凶
八
一
，
白
a

良
麻
呂
の
変
後
に
補
入
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
シ
で
は
今
城
が
池
主
へ

の
思
い
を
歌
い
あ
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
件
に
関
与
し
て
落
命
し

た
池
主
を
追
悼
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
と
述

べ
た
。
ま
た
、
本
稿
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
今
城
の
編
纂
へ
の
関
与

を
指
摘
し
た
論
に
、
中
西
進
「
家
持
の
追
憶
」
（
「
文
学
」
第
三
四
巻

第
六
・
七
号
、
一
九
六
六
・
六
、
七
）
が
あ
る
。

（7
）
巻
第
二
十
の
〈
天
平
宝
字
歌
群
〉
（
四
四
八
六

1
四
五
二
ハ
）
に
お
い

て
、
家
持
以
外
の
人
名
表
記
が
家
持
か
ら
見
た
身
分
の
上
下
に
か
か

わ
り
な
く
、
す
べ
て
「
氏
＋
名
＋
姓
」
の
順
で
尊
称
法
に
な
っ
て
い

る
。
か
か
る
特
徴
を
も
っ
歌
群
が
巻
第
二
十
の
巻
末
部
を
構
成
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
巻
の
最
終
的
な
編
纂
者
が
家
持
以
外
で
は
あ

り
え
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
伊
藤
前
掲
『
高
葉
集
の
構
造
と
成
立
』

第
十
章
第
一
節
ほ
か
参
照
）
。
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